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縣 》. 為23年 度埼玉県スポーツ少年団本部役員決まる
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6月12口 、県民 健康 セン ターで開 催 され た平成22年

度埼 土 県スポ ーツ少年 団代議 員会にお いて 、平成22・

23年 度役 員が決定 しました=今 年 度は役員 改選期 に あ

たる ことか ら、選考 委 員会 を設置 して 正副本 部長 に推

挙す るとと もに、本 部 規程 に基づ き本 部員 を選 任 しま

した.な お 、本部 長並 びに副 本部長 は財団 法人埼玉 県

体育 協 会長の 委嘱 を受 けて正 式就任 とな ります=

本 部 長 藤沼

副本部長 神 谷
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(学識)

(朝霞 市)(南)

(久喜 市)(束)

(蕨市)(南)

(所沢 市)(西)

(寄居 町)(北 〉

二

本部 長 、副本 部長の選 出 され た あ と代 議 員会 の審議 空

で次 の方 々が 、本 部 員に選 任 され ました

名 前 備 考

安部 止幸 学識 〔専委)

新升 基嬬 和光市 〔南)

市野 彰俊 学識 〔専委)

出田 良彦 さ硫 姉 哺)

伊藤 勇 八潮市(東)

今村 夏樹 越生町 晒)

犬谷 正巳 学識 〔専委)

大塚 昭 学識 〔専委)

大塚 富子 学識

大野美江子 草加市 哺)

尾崎 豊 吉見町 晒)

小林 和市 桶lrl市(南)

ヒ五三和孝 東松 山市 〔西)

関口 正博 飯能市 晒)

関根 剛 学識(専 委〉

高岡宮 十郎 越谷市(東)

高昏喬f二 ⊥里 田丁(,1ヒ〉

出中 靖彦 学識 博 委}

棚沢 絹江 熊谷市(北)

豊田 幹推 県体協理事

聖予口 英夫 白匡司田丁(束 〉

野村 良章 蓮田市(東}

平井よ し子 学識

兵藤 明子 指導者協議会

松本 真弓 学識

宮澤 達三 深谷市(北 〉

村出喜 代汰 上尾市(南)

1[「下 實 学識(専 委〉

吉田 敏推 指導者協議会
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※字載(至 鄙.女.1皇着 導者)-名 追掴予足

奪委.専 ∋『委 員会

〈キーワー ド〉

慨 義員:埼 玉県ス ポー ツ少年 団規程第9条 によ り、各

市町村 スポーツ少年団が 、その本部長 または畠1」本部

長の 中か ら1名 を選出す る。その他 、財団法人埼玉

県体育協会長の指名す る若「=名を代議員とする(12D

名以内)。

ま た、代議員会 に諮 り埼玉県スポー ツ少年団指導

者協議会 より5名 以内、学識経験者 か ら若干名 を本

部長が代議員に委嘱する 。

本部員:規 程第]1条 によ り、代議員の 中から代議員会

において選 出し本部長が委 嘱す る。

東 ブロ ック …4名 、西 ブロ ック …4名 、南ブ ロ ッ

ク …5名 、北 ブロ ック・一3名 、女性指 導者 ・・4名 、

指導者協議会 …2名 、学識経験者(種 目別代表者 …

7名 、 さ い た ま市 本 部 長 、 体 育 協 会 派 遣 理 事

(4名)の4CI名 以内。

専門委員会:本 部員会で は5専 門委 員会を組織 し、埼

玉県スポーツ少年 団本部の運営 について提言する 。

・育成広報委員会:育 成に 関する調査研究 、広報活動 、

指導者の表彰等 を担当 。

・事 業委員会:各 種県大会、関東 ブロック大会、全国

大会などの参加協力 に関する ことや、国 際交流、各

種競技団体との運携等 を担当。

・指導者委員会:指 導者の資質の 向上に 関す る研修 や

交 流、指導者の発掘等 を担当。

・リーダー育成委員 会:ジ ュ ニアリー ダーの育 成や 、

県 ・市町村 り一 ダー会への支援 、力口入促進等を担当。

・指導者協議会:登 録指導者相互の連携 と資質、指導

力の向上 および指導者の活動 しやすい環境づ くりに

つ いて協議する 。



(2)第24号 埼玉県スポーツ少年団だより 2〔H〔}(平肥2)年7月20目

平成22年 度埼玉県スポーツ少年団事業計画

1.指 導者 養 成 ・研 彦事 業 関係

(1)認 定 育成員研 修会

期 目 関東 ブ ロ ックエ10月26目(一L)

関東 ブロ ック211月21目(目)

場 所 東京 ・国立オリンピック記念青少年総合セ ンター

負担2,100円

※平成18年 度認定育 成 員資格取 得者

(2)認 定 員養成 講習 会兼 スポ ーツ リー ダ ー養成講 習

会(県 本 部)

期 日10月30日(土)・31日(日)

場 所 県立 スポー ッ研修 セ ン ター

負担2,000円(テ キ ス ト代 ・昼 食代)

※平 成22年 度登 録指導 者

(3)第16回 スポ ーツ少 年 団全国 指導者 研 究大会

期 円6月20円(日)

場 所 東京 ・飯 田橋 「ホテル グ ラン ドパ レス」

負担 無料

(4)ジ ュニアスポーツの育成 と安全 ・安心 フォーラム

期 目 平 成23年2月

場 所 全 国1会 場

負担 無料

(5)埼 玉 県スポ ー ツ少年 団 指導者 現地研修 会

期 日 平成23年1月29日(土)～30日(日)

場 所 栃木 県 ・鬼怒川

負担 市 町村種 目別代表者 各2名 以内 ・本 部役 員 ・

事務 担 当者(14,000円)

(6)埼 玉 県スポ ー ツ少年 団 認定育 成 員講習 会

期 円5月15円(土)

場 所 県 ウ1スポー ッ研修 セ ン ター

対 象 認定育 成 員資格保持者

負4旦 無 料・

(ア)体 力 テス ト判 定員養成 講習会

期 目8月21目(十)

場 所 県立 スポー ツ研 修 セ ン ター

(8)関 東 ブロック スポーツ 少年団 指導者研 究協議 会

期 口11月270(土)・28口(口)

場 所 三井 ガーデ ンホ テル千 葉

2.リ ー ダー 養成 ・研 修 事 業

(1)シ ニ ア リーダ ースクー ル

期 日8月12日(木)～16日(日)

場 所 静 岡県 ・国立 中央青 少年交流 の家

補助 参加費(15,750円)交 通費 ・宿 泊費は日本本部

(2)ジ ュ ニア リー ダースク ール

期 目 前期8月20目(金)～22目(目)(2泊3目)

後期12月18口(土)～19口(口)(1泊20)

場所 県立 ス ポーツ研fr多セ ン ター

負担13,000円

対 象 中学 生

(3)全 国 スポ ーツ少年 団 リーダー連絡会

期010月2口(土 〉 ～30(口)

場所 東京 ・国立オ リンヒック記念青少年総合センター

対 象 リー ダー育成 担 当指 導者1名 、 代表 リー ダー

2名

補助 交通 費 ・宿泊 費 は 口本 本部

(4)第9回 関東 ブロ ック スポ ーツ 少年 団 リー ダー研

究 大会

期 目11月

場所 栃木 県

対 象 リー ダー代表2名 育 成担 当指 導者1名

3,国 内 ・県 内交1,応舌動 事業

(1)第48回 全 国 ス ポー ツ少年大 会(リ ー ダー ズア ク

ション2010)

期 円7月31日(土 〉 ～8月3Fi(火)

場所 島根 県 ・国立二 瓶青 少年交流 の 家

補助 参加 費(12ρ00円)交 通 費 ・宿泊費は 口本本部

(2)第41回 関 東ブロ ックスポー ツ少年大会

期 円8月13日(金 〉 ～15FI(目)

場所 群馬 県 ・国立赤 城青 少年交流 の 家

対 象 引率指 導 者1名 ・小学6年 生 以 上の 団 員

補助 参加 費 ・交通 費 は県本 部、宿泊 費は人会本部

(3)第43回 埼 玉県 スポ ーツ少年団大会

期 目8月13日(金 〉 ～15FI(日)

場所 県立小 川げん きフ.ラザ

対 象 小学5年 生以上 の団 員 ・指導者

負担4,000円

※団 員のみ の参加 も可 能

(4)第32回 全 国スポー ツ少 年団軟式野 球交流 大会

期 円8月6日(金 〉 ～9円(月)

場所 北海道 札幌 ドーム他

補助 宿泊 費 ・交通 費 は主 催 者負担

※関東 ブロ ック競技 別交流大 会勝者よ り2チ ーム参加

(5)第33回 全 国スポー ツ少年 団剣道 交流大会

期 日 平成23年3月25日(金)～27日(日)

場所 兵庫 県 ・兵庫 県立武道 館

補助 参加 費 ・交通 費 は県本 部

(6)第8回 全国 スポーツ少年団 バ レーボール交流 大会

期 円 女子:平 成23年3月28日(月)～31目(木)

男子:平 成23年3日28日(月)～30日(水)

場所 三重 県 ・三重 県営 サ ンア リーナ 他

補助 参加 費 ・交通 費 は県 本 部

(7)第34回 全 日本 少年サ ッカー大会決 勝大会

期 目7月31目(十)～8月7目(十)

場所 福島 県 ・東京都
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※埼 玉 県サ ッカー協会 によ る推薦

(8)第29回 関東 ブロックスポーツ少年団競技別交流大会

期Fi7月23Fi(金)～25日(目)

場 所 山梨 県

内容 総 合開会式23口 競技24口 ・25口

総 合開会式 小瀬 スポ ー ッ公園武道館

・軟式野 球(男 子)富 士 北 麓公園 野球場 ・山梨学 院

川田 の森運動 公園野球 場

・バ レー ボール(女 子)昭 和 町総 合体育館 ・昭和 町

立押 原小学校 体育館

・ミニバ スケッ ト 鐘山 スポー ツセ ンター総合 体育

館 ・富士河口 湖 町民体 育館

・バ ドミン トン(選 抜)緑 が丘 スポー ツ公園体育館

・空 手道 小瀬 スポー ツ公園武道場

国 際交 流 活動 事業

第37回 日独 スポ ー ツ少年団 同時交 流

派遣7月20日(火)～8月11日(土)

ドイ ツ連邦共 和国

対 象 指導者1名(県 内 選考 後推 薦)

団 員6名(県 内 選考 後推 薦)

補助100,000円

負担150,000円(渡 航 手続 き経 費等)

受 け 入れ7月25日 ～8月4日 小鹿野 町

補助2,000,000円

4.広 報 出版 ・顕 彰 事業

(1)県 情 報紙 「スポ ーツ と もだ ち 仲 間た ち」

発fll年3回(7月 、12月 、3月 〉

対象 全 登録 団(1団3部)・ 市 町村 本部

(2)少 年 スポ ーツ情報誌 「SPORTSJUST」(ス ポ ー

ツ ジャス ト)

発刊 年10回(4・5月 、10・11月 は 合併号 〉

対 象 全登録 団(代 表 指導者 〉 ・市 町村 本部

※有 料購読(1冊 年 間3,000円 〉

(3)ス ポ ーツ少年団指導者 必携書 の作成

対象 認定員 ・認定育 成員(認 定 時 に交付)

(4)少 年団顕彰(日 本 スポーツ 少年団)

対象 市 町村 スポー ツ少年団 本 部6本 部

指導 者13名

(5)埼 玉 県 スポー ツ少年団表彰

期日12月26日(日 〉

場所 浦 和ワ シ ン トンホテル3階 「フ.リム ローズー

対象 少年団 有 資格指 導者

5,諸 会議

(1)本 部 員会 年5回

(2)代 議 員会 年1回

(3)ブ ロッ ク本 部長 会議 東 部地 区 ・蓮 田市/南 部

ブ ロッ ク ・桶 川市/西 部 地 区 ・日高 市/北 部 ブ

ロ ック ・熊 谷市 ※開催 口時、開 催場所 は未 定

芒翁 つ
ン∫コ」ノ

ー 派 遣 一

*派 遣 期 間7月20日(火)～8月11日(水)23日 間

*埼 玉 県 か らの派 遣 者(関 東Hグ ル ー プ)

引 率 指 導 者:大 澤 静 香(川 口市:BAGUSバ レ ー

ボ ール スポ ー ツ少 年 団)

団 員:関 口 愛 美(鶴 ヶ島市:峰 心会 鶴 ヶ島 空 手 道

ス ポ ー ツ少 年 団)

ロ ス トック ・ノイブランデン ブルグ地方 プログラム(予 定)

レ7/22〈 ロ ス トッ ク到 着 ・民 泊 〉レ7/23〈 海 賊 祭

り参 加 ・號 珀 工 場 兄 学 ・民 泊 〉レ7/24〈 歓 迎 式 ・レ

ク ゲ ー ム ・パ ー テ ィー ・民 泊>>7/25〈 フ ァ ミリー

デ ー ・民 泊>>7/26〈 区 役 所 表 敬 訪 問 ・民 泊 〉 レ7

/27〈 ス ポ ー ツ とゲ ー ム祭 り ・民 泊 〉レ7/28〈 ウ ア

ー ネ ミユ ン デ 市 内 見学 ・ラジ オ放 送 局訪 問 ・民 泊 〉

>7/29<ロ ス トック ボ ー トク ラブ で さよ な らパ ー テ

ィー ・民 泊 〉レ7/30〈 ノ イブ ラ ンデ ンブ ル グ到 着 ・

歓 迎 式 ・ユ ー ス ホ ス テ ル泊 〉レ7/31〈 シ ョッ ピ ング

タ イ ム ・民 泊 〉>8/1〈 フ ァ ミリ ー デ ー ・民 泊 〉

レ8/2<区 役 所表 敬 訪 問 ・スポ ー ツ高 等 学 校 訪 問 ・

民 泊 〉レ8/3<機 織 機 械 工 学 館 見学 ・真 也ハ イキ ン

グ ・民 泊 〉>8/4〈 シ ュ ター ル ガル ド城 兄学 ・民 泊 〉園
.

7回 日独 スポー ッ少・年 団同時交流

レ8/5〈 ラ ー フ ェ ン スブ リュ ッ ク強 制 収 容 所 見学 ・

民 泊 〉 レ8/6〈 さ よ な らパ ー テ ィー ・民 泊 〉 レ8/

7〈 ベ ル リ ンへ出 発 ・ユ ー ス ホ ス テ ル泊 〉

一 受 入 一

*受 入 期 間7月25日(日)一8月4日(水)10泊11日

*担 当 市 町村 小鹿 野 町

*受 入 グ ル ー プ/ヘ ッセ ン

主 な プ ロ グ ラ ム(予 定)

>7/25〈 対 面 式 ・レセ プ シ ョ ン ・民 泊 〉 レ7/26

〈町 長表 敬 訪 問 ・施 設 及び 史跡 め ぐ り ・スポ 少 交流 ・

民 泊 〉レ7/27〈 高 校 生 とデ ィ スカ ッ シ ョ ン ・うどん

打 ち体 験 ・ス ホ ー ツ 交流 ・民 泊 〉 レ7/28〈 川 越 観 光

及 び散 策 ・Jリ ー グ観 戦 ・民 泊 〉レ7/29〈 秩 父夜 祭 及

び小 鹿 野 祭 りDVD鑑 賞 ・歌 舞 伎 体 験 交 流 ・スポ 少 交

流 ・民 泊 〉 レ7/30<近 隣 市 町村 高 校 生 等 とデ ィス カ

ッ シ ョ ン ・プ ー ル と ミュ ーズ パ ー ク散 策 ・スポ 少交

流 ・民 泊 〉 レ7/31<ス ボ 少 交流 ・ホ ス トフ ァ ミ リー

交 流 会 ・民 泊 〉>8/1〈 フ リー ・民 泊 〉 レ8/2

<長 瀞 ラ イ ン下 り ・三 峰 神 社 散 策 及 び ス ケ ッチ ・民

泊 〉 レ8/3<ス ポ 少 交 流 ・町 内散 策 ・サ イ ク リ ン

グ ・お別 れ パ ーテ ィー ・民 泊 〉レ8/4〈 移 動 〉
。ノ
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第16回 スポーツ少年団

指導者全国研究大会報告

去 る6月20円(日)、 東京 都千 代円 区の ホテル グ ラ

ン ドパレ スに おい て 、「次 の時代 を担 う子 ど も達 を 育

む一 をテ ーマに、第16回 スポーツ少 年団指導 者全 国研

究大 会が 、全国46都 道 府 県か ら343人 の参加 を得 て盛

大 に 開催 され ま した=埼 玉 県か らは 全体の約5分 の1

にあ たる74人 の指導者 が参加 しま した=

当 日は開 会式 で の 日本 スポー ツ少年 団の坂 本祐之輔

本部 長の主 催者 あい さつ 、文 部科学 省 スポー ツ ・青 少

年 局 の加藤孝 男 スポー ツ ・青 少年総括 官の来 賓 あい さ

つ の 後、特 別講演 、講 義 、分科 会 及び全体 会の 日程 で

行 わ れま した 、

ここで は、講演 や分科会 の主 な内容 につ いて報告 し

ます,な お 、本 大 会 の討 議 内容 等の詳 細 に ついて は

fス ポ ーツ ジャス ト」8月 号 に掲載 され ます ので ご覧

くだ さい,

特別 講演●●(、

r社 会環境 の変化 が子 ど もの スポー ツに与 えた影響 工

講 師/浅 見俊雄氏(東 京 人:学名誉教授)

〈講 演の概要 〉

スポ ー ツの本質 は、遊び 的要素 を 基に楽 しい動 きを

す る こと,体 育 は運動 の学 びの面 が強 く、スポ ー ツは

遊 び の面 が強 い,

競技 性 を高 め るためル ールや基本動 作 を身につ け る

ため の練習 な ど、学 びの場 も活動場面 と して も必要 で

ある が 、「学 び」 が強 くな りす ぎる とスポ ー ツで はな

い 、 学校 でのスポ ー ツに対 する教 えをも う少 し良 くし

て い くと、社会(地 城)で の スポー ツ少年 団の活動 な

ど との活動 に連動 してい けば 目本 の スポ ー ツは もっ と

良 くなる=

*

最 近 、「三 つの ス ク リー ンー(テ レ ビ ・ゲー ム ・携帯

電話)が 、人 と人 とのかか わ りが薄 くな り、 スポ ー ツ

を遠 ざけて い る と言 われて い る=今 後 、スポ ーツを行

って いない子 ど もたち に対 し、どの ように スポー ツに

目を 向け させ るか が課 題 、子 ど も同士 が触 れ合 う場 を

つ く ってい くこ とが大 切で あ る、

*

スポ ー ツ を 行 え ない 理 中 と して 一仲 間が い な い一

「時 間が ない 」「空 間 がない一 と挙 げ られ る ことが多 い,

時 間 は工夫 すれば 作 り出せ る し、少子 化 とい って も仲

問作 りは ト分 に可能で あ り、空 間 は確 かに減 少 して い

るが 、学校(特 に小学校)は 地 域 との連 携で時 間 を分

けて 管理者 を変 える体 制 づ く りなど有 効 活用 で きる余

地 は あ る,

*

体の 動 きを 目々の団活 動の 中 で積極 的 に取 り入れ る

こと が大.切,い ろい ろな動 きにチ ャ レンジ してい くこ

とで チ ェンジ(変 化)が 起 こる=

*

朝食 を しっか り食べ 、8時 間以上睡 眠 をとる(中 学

生 は7時 間)、 テ レ ビを 見る 時間 が2時 間 以下 の子 供

は体 力 ・運動 能 力が高 い=生 活 習慣 が悪 い とこれ らが

低下 す るとい う情報 を、 了ど もや親(保 護 者)に 伝 え

てい くことが 必要,

*

フ ニア フ=レーは スポ ー ツ活 動 の 中 で特 に重 要 な要

素、練習 後や試 合後 などの あい さつ を行 うこ とは 人:切

であ るが 、その言葉 の もつ意 味 を教 える こ とが重要,

今後 の社会生 活 で活 き ることになる 「何か を大 切に思

う心」 を指 導 して も らいたい,

*

全国 の指導者 には、「あの 時 の スポ ー ツで」 「あの時

の指 導 者 との 出会 い一 によ って 今の 自分 があ る… と、

子 ど もたちか ら後で言 って も らえるよ うな指 導 を して

いた だ きたい=

A分 科会

*ア ーマ

「子どもの発達に見合った 「おもしろい動き遊びコ

*座 長:中 村和彦氏(山 梨大学教育人間科学部准教授)

*パ ネ リス ト:石 井友光氏(帝 京平成大学現代ライ フ

学部専任講師)・ 武田千恵子氏(東 京都足立区五反

野小学校主任教諭)

*討 議 の概要

幼少 年 期の子 ども達 は 本来 、身体活動 を伴 うさまぎ

まな遊 び を通 して、運動 のお もしろ さや心 地 よ さを身
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につ け、生涯 スポ ー ツに移行 してい る と考え られて い

るこ とを観点 とし、子 ど もの遊 び の変遷や 実態 を もと

に 、豊 か な こころ と健やか なか らだを育む ための 運動

遊び のあ り方 を考 え 、子 ど も達がの め り込ん で身体 を

動か す具体的 な運動遊 びの内 容 や、 その コ ツにつ いて

理解 し把握す るため 、昨年 は 一子 ど もを見る眼 ～子 ど

も達 がのめ り込む運動 遊び とは～」 をテ ーマ として開

催 した=

本 年度 は、 この 内容 を継 続 させ る ととも に、簡単 な

実技 を交え 了・ども達 が 自ら進 んで身 体 を動か す具体 的

な運 動遊びや コツを更 に捉 え てい きた い,

B分 科会

*7一 マ

「地域二一ズに対応する少年団～変貌する地域に適応 す

る単位団運営のこれから～1

*座 長1佐 藤充宏氏(徳 島大学大学院 ソシオ ・アー

ツ ・アン ド・サイエンス研究部教授)

*パ ネリス ト:西 村雅宏氏(滋 賀県草津市常盤 スポー

ツ少年団指導者)・ 大澤繁雄氏(山 形県鶴岡市 陽光

サ ッカース ポーツ少年団代表指導者)・ 長積 仁氏

(立命館大学スポーツ健康科学部教授)

*討 議 の概要

多様 な単 位団 を抱 える スポー ツ少年 団 が理 念 として

掲 げ る 「スポ ーツ によ る青 少年 育成 」 変貌 す る地域

環境 にお け る少年 スポ ー ツ ・ニ ーズ に対応 しなが ら、

少年 団の単位 団と して この理 念をどの ような形 で具現

化 し、地域 か ら求め られる社 会活動 として展 開 して い

るの か、

単 位団 を束 ね る市 区町村 本部の 役割 が希薄 化 して き

てい る現状か ら見て も、単位 団同士 の 新たな気づ きと

理解 しあえる 関係づ く りの再 構築 を通 して 、地域 にお

ける 公益的 な 活動 を高 めてい くこ とが大 切に なって き

てい る,地 域 の単 位団 が協 力 し合い 、 一スポ ー ツ少年

団理 念」の 目に見える 公的 な事 業 を生 み出す 力 をどの

よ うに育んで いくの か が重要 な課題 で ある

そ こで、本 分科 会では、地域 ニ ーズに対応 する 少年

団 、特 に単位 団活 動 におけ る公益 的活動 に着 目し、市

区町 村によっ て行政 か らの公 益 的事業 に対す る支援 の

1士方 には差 は みられ る が、 この単 位団活動 の公益 的活

動 は 、理念 と目標 、 活動 計画 に組 み込 まれ る ことで具

現化 され、地域 住民 の方 々に青少 年育成 の具 体的 な メ

ッセ ー ジを発 してい く、

その公益 的事業 に対 して単 位団 が主 体的 に関わ って

い く過 程にお いて 、地域 の 問題の 共有 、活動 相互 支援

の ネ ッ トワー ク化 が図 られ 、新た な 一理念 に基づい た

活動 一 によ る社会関 係 資本 が構築 され るこ とを期待 す

る=

C分 科会

*ア ーマ

「諸外国のジュニアスポーツ ・体育の最新事情に学ぶ1

*座 長:木 村和彦氏 〔早稲田大学スポーツ科学部教授)

*パ ネ リス ト:菊 幸一氏(筑 波大学大学院人間総合

科学研究科教授)・,III崎登志喜氏(玉III大学教育学部准

教授)

*討 議 の概要

豊 かで活 動 的 な ラ イ フス タ イルを形 成 す るた め に

も、 ア ス リー トと して世 界 の頂 点 を 目指 すに して も、

おお よそ中学生 までの ジュニ ア期 にお いて、スポ ーツ

とどの よ うな 関わ りを持 つ こ とができ るか ど うかが重

要 で ある ことに論 を持 たない、 各国 ともにそ の重要性

に鑑み 、 ジュニア スポ ー ツ ・体 育への 取 り組み を行っ

て きて い るが 、少子 化 や社 会 ・経 済環 境 の変 化、その

結 果 として生 起 してい る子 ど もたちの 生 活や 体の変化

に対 応 す るた めに様 々 な取 り組 みを行 って きてい る,

そこ で本分科 会では 、諸 外 国の ジュ ニアス ポー ツ・体

育 の最新情 報 に触れ、子 ど もの身体や 体力の変 化、運

動 す る子 と しない子の 二極 化 などの課 題 に直 面 してい

る少年 団指導 者必携の 教養 とな り、わが 国の スポ ーツ

少年 団 の運営 や指導 に とって有 用な知 見を提 供 す る=

D分 科会

*ア ーマ

「対象者の拡大に伴 う指導方法の試み」

*座 長:米 谷正造氏(」II崎 医療福祉大学 医療技術学部

教授)

*パ ネ リス ト:村 松敏子氏(山 梨県スポー ツ少年団常

任委員)・ 菅岡克則氏(岩 国市 由宇総合支所農林建

設課職員)・ 荒谷 潤氏(財 団法人日本サ ッカー協

会技術部係長 〈指導者養成事業担当〉)

*討 議 の概 要

青少 年 期の子 ど もたち は発育 ・発達や 技 術習 得の個

人差 が大 きく、その指導 にお いて様 々 な工 夫 が求 め ら

れ る=ま た、 スポ ーツに限 らずか らだを動 か す ことを

い とわ ない態 度や習慣 が身に つ くよ うな就 学 前の環境

づ く りも近年 強調 され てい る=こ の よ うに子 ど もたち

が積極 的に遊 んだ りス ポー ツ活動 を行 え るよ うにする

には、 了ど もたち を指導 す る人人た ちの豊富 な知識 や

技 術 は もち ろんの こと 、育成 母集 団や地域 との 連携 ・

協 力 に負 うと ころが大 きい.

そこ で本分科 会では 、単 位 団独自に あ るいは単 位団

と地 域 との連 携 におい て就学前 か ら高 校生 までの幅広

い子 ど もたち を対 象と した、ある いは ・貫 したシス テ

ムの もとで行 われてい る指導 方法や内容 、組織 にかか

わ る事 例を も とに、今後 の スポ ー ツ少年 団 の指導 の在

り方 について検討 する=
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■軟式 野球■

①第29回 埼玉県スポーツ少年団夏季小学生軟式野球交流大会

期 日6月13日(日)・19日(土>20日(日)

会場 本 庄市 民球場他

②第35回 埼玉県スポ ーツ少年 団小学生軟式野球交流 大会

期 口10月170(口)・23口(土)・11月24口(口)

会場 県営 大宮 ・第二公 園 ・吉 見町総合 公園

⑥第33回 中学生軟式 野球 交流 大会

期 日8月1日(日)・7日(土)・8日(日)

会場 荒川総 合運動 公園 ・市営 浦和

④第6回 埼玉 県 スポー ツ少 年 団女子 団員交流 大会

期 日11月23日(祝 日)

会場 未定

■サ ッ カー■

第39回 サ ッカー少 年団大会

期 日11月7日(日)・14日(日)・21日(日)

会場 埼玉 ス タジアム2002(第2・3グ ラン ド)

※ 各4地 区を勝ち抜いた32チ ームによる トーナメン ト大会

■ ソフ トボール ■

第33回 ソ フ トボ ー ル中央 大会

期 口8月210(土)・22口(口 〉

会場 川 口市

※男 女共16チ ー ムの トー ナメ ン ト方式

※各地区 よ り選 出(チ ー ム数)

東部 …男子2女 子4・ 西部 …男子0女 子4・ 南 部

…男 了10女 了・6・ 北部 …男 了・4女 了一2

■空手 道■

第26回 空 手道交流 大会

期 目9月12目(目)

会場 県立武 道館

※700名 各ブロ ッ ク選 山

形 小学1年 生 ～6年 生(各 学 年男 女別)

中学生(一 括 男女 別)

組手 小学3年 生 ～6年 生(各 学 年男女 別)

中学生(一 括 男女 別)

■ バレー ボール ■

①:第29回 関東 ブロ ッ クス ポー ツ 少年 団 バ レー ボー ル

大会 埼玉 県大会

期 円7月3円(土)・4円(目 〉

会場 三芳 町総合体 育館 ・吉 見町民 体育 館 ・所 沢市

民 体育館

②:第5回 埼玉 県 スポー ツ少 年 団キ ッズ交流 大会

期 円7月31円(土)・8月1目(目)

会場 熊 谷 スボー ッ文化 公園体 育館

:⑥第7回 埼玉 県 スポー ツ少 年 団中学生 交流 大会

期 日8月29日(日 〉

会場 熊谷 ス ポー ツ文 化公 園 体育館

④第8回 全国 ス ポーツ少 年団 バ レーボ ー ル交流 大会

埼玉 県決勝大 会

期 口 平成23年1月15口(土 〉 ・16口(口)

会場 さい た まう記 念 総合 体育館

■バス ケ ッ トボール■

①埼玉 県スポーツ少年 団 ミニバ スケッ トボール交流 大会

期07月3口(土 〉 ・壬口(口)

会場 新座市 民総合 体育館

.②第11回 埼 玉県 スポ ー ツ少年 団 ジュ ニ ア リー ダーバ

スケ ッ トボ ー ル交流 大会

期 日8月1日(日 〉

会場 さい た ま市記 念 総合 体育館

■柔道 ■

第32回 埼 玉 県スポ ーツ少年 団柔道 親善 大会

期 日 δ月29日(日 〉

会場 県立武 道館 ※1000名

■複合 ■

第30回 複 合種 目大会

期 ヒ19月4ヒi(土)～5目(目)

会場 大鳩 園 キャ ンフ.場・名栗 湖(カ ヌー工 房)

■ ソフ トテニ ス■

第31回 埼 玉 県スポ ーツ少年 団 ソフ トテニス交流 大会

中央 大会(小 学 生)

期 日8月21日(土 〉

会場 熊谷市 彩の国熊 谷 ドー ム多 目的 運動場

中央 大会(中 学 生)

期 日8月28日(土 〉

会場 未定

■バ ドミン トン■

①第29回 埼玉県スポーツ少年団バ ドミン トン大会(団 体戦)

期 日12月.1日(日 〉

会場 久喜市 総合体育 館第 ・体育館

.②第17回 埼玉県スポーツ少年団バ ドミン トン大会(個 人戦)

期 目 平成23年2月26目(十)

会場 蓮出市 総合体育 館

■剣道 ■

.①第34回 埼 玉 県スポ ー ツ少年 団剣道 交流大会

期 日8月29日(日 〉

会場 宮代町 総合体育 館

②第33回 全国スポーツ少年団剣道交 流大会選手 選考会

期 日12月11日(日 〉

会場 熊谷市 民体育館

■駅伝 ■

第28回 埼 モ県 スポ ーツ少年 団駅f云競走大 会

期 目 平成23年2月11目(祝 目)

会場 朝霞市 陸上競技 場
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轡 轡醤轡醜 磐響轟 騨 軸 縛 蕾羅灘 魯弾轡轡 磐轡

起 こ って し ま った 事 故

安全対策については、指導者の皆さんが中心となり十

分に行 って いた だいていると思 いますが、シーズ ン本番

前にも う一度原点に立ち返って確認 してはいかがで しょ

うか。

今年4月 には埼玉県八潮市の小学校校庭のバスケ ットゴ

ールが倒れ、バ スケッ トの少年団員が重傷を負い ました

(産経新聞4月18日 より)。転倒の原因は野球チーム が

校庭を使用するためにゴール を動かし固定す ることを怠

ったため、また朝礼台がす ぐ横 にあ りその上か らだ と簡

単にバスケ ットリングにふら下 がれる場所に移動 した こ

となど、複数の要区が重なったものでした。いずれ にし

ても基本的な安全対策を怠った ことが負傷事故につな が

ってしまいま した。

6月 には山口県で団員だけで移動 していた野球用のネ ッ

トが、強風のため倒れ小学4年 生の団員が死亡する事故が

発生 しま した。当時 はかな りの強風が吹いていたそうで、

いつもなら団員 だけで簡単にで きる事が思わぬ事故にな

ってしまし、ま した。

毎 日新聞の6月]2日 付によると、午後]時 からの野球

の練習のため子供たちだけで準備をしていた。この時点

で現場 には監督指導者はまだ いなかったとの ことであ っ

た。山口県警察では業務上過失致死で捜査 中である。

この場合も指導者の誰かが危 険予知をしてお けば未然

に防ぐことがで きたかも しれ ません。ボランテノアの指

導者であっても事故が起 これ ば責任を問われ ます 。常 に

危険予知について認識 して おく心要があDま す。

便利すぎて危険!体 育館の

玄関前にバス停が… →

輝

L

■

.L♂覧
▼1..

岬F臨

施 設 利 用 に つい て

1学 校施設の場合

屋外では、サ ッカーゴール取り付け状況確認/里 予球バ

ックネッ ト確認/バ スケ ットゴール確認/そ の他の施設

の安全確認。

屋 内では、吊 り下 げバ スケッ トゴールの設置/仕 切 リ

ネ ットの状態/折 りたたみ椅子の出 し入れ等の安全確認。

2公 共施設利用の場合

1、 利用規約を厳守す ること。

2、 利用区域以外には、立ち入 らせないこ と。

3、 施設によっては、利用に危険がある場合があ る。

体育館入り口が 、路線バスの停留所 、および折り

返 し待機場所。

施設と駐車場の間に交通量の多い道路 がある,

※会場責任者お よび指導者は、安全確認の徹底をお頴い

します 。

熱 中 症 を防 こ う(熱 中 症 予 防8か 条)

～ 知って防こう熱中症～

*あ わ てるな、されど急こう救急処置

*熱 いとき、無理な運動は事故の元

*急 な暑さは要注意

*失 った水と塩分取り戻そ う

*体 重 で知ろう健康と汗の量

*薄 着ル ックでさわやかに

*体 謳不良は事故のもと

熱失神 ・熱疲労

涼 しい場所 に運び、衣服を ゆるめ水分を補給すれ

ば通常は回復する

熱けいれん

生理食塩水(0.9%)を 補給すれば通常は回復す る

※いずれの場合も素人判断せず、専門家 に連絡する。

熱射病

体温の上昇 によ り 中枢機能 に異常を きた した状

態:意 識障害(反 応が鈍い、言勤が おかしい、意

識がない)死 の危 険の ある緊急事態で す。体を冷

やしながら集 中治療のでき る病院ヘー刻も早 く運

ぶ必要があ ります。水をか けた り濡れタオルをあ

ててあおいだ り、体温を下げ る文=応が、現場で必

要です。

屋内で も熱中症が起こる危険があります!

霧ず参伽 臨@)し く属瀦一轡 趨ゐ懸鯉韮役
1:財::埼玉県体育協 会キ ャ.ンチフレー ズ
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リーダー養成 ～ 将来のよき指導者へ～

リー ダー とは

指導 者 とともに、集団 が 目標 とす るゴー ルをめ ざし

て メ ンバ ーをひ とつに ま とめ 、積極 的に集 団の活動 を

推進 してい く人の ことで あ り、少年 団で は、指導 者 と

区 別 し、団 員の代表者 と して リー ダー シ ッフ.を発揮 す

る人 のこ とをいい ます=

スポ ーツ少年 団 では 、現在 活動 してい る団員の 中か

ら、将来 の スポ ー ツ少年団 指導者 を養成す るため 、 リ

ー ダーの養成 事業 を行 って い ます =

ジ ュ ニア リー ダー スクール

参加 対象:日 本 スポー ツ少年 団登 録団員で 、 団体 活動

歴2年 以上 の小学5年 生 以上 中学生 までの

者 とす る=

講習 内容:次 の内容 を含 む20時 間 以上の コ ー スを設 定

す る,

(1)ス ポ ー ツ少年 団 とは

(2>ス ポ ー ツ少年 団の リー ダー とは

(3)活 動 プ ログ ラム の実 践(ス ポー ツ活 動 、交 歓交

流活 動、集団 生活 、集 団行動等)

(4)話 し合い

シニ ア リーダ ー スクー ル

参加 対 象:次 のいずれ の条件 を満たす 者 とす る.

(1)目 本ス ポー ツ少年団 登録団 員 で義 務 教育 を終 了

した20歳 未 満の者

(2)「 ジ ュニ ア ・リー ダー」 の認 定資格 を有 する者

(こ れ に準ず る者 を含 む)「 ジュニ ア ・リー ダー」

の認 定資格者 に準 ず る者 は 、別 に定 める=

講習 内容:次 の 内容 を含 む40時 間以上 のコ ースを設 定

す る 、

(1)ス ポ ーツ少年 団 とは(意 義 と原則 ・組織 と活動)

(2)リ ー ダー とは

(3)少 年 期の 発育 発達

(4)ス ポ ー ツの指 導

(の 安 全管理

(6)体 力 テス ト

(7)グ ル ーフ.ワー ク

(δ)ス ポ ーツ少年 団 員のため の運 動 フ=ログ ラム

(9)交 歓 交流活動 の実践

(10)研 究 協議

炉
撃
↓
華
ヵ
労 一ダ一

ル

国

リ

一

全

・
ク

ア

ス

ニシ

(小学生団員から)

小学生団員

(中 ・高校生団員から)

中学生団員

ジュニア ・リーダー

小学5年 ～中学生

ジ ュ ニ ア ・リー ダ ー

規定大会 ・イベン ト参加

(ジュニア・リーダーの

認定資格に準ずるもの)

中学生

シニア ・リーダー

高校生～大学生

高校生団員
(ただしジュニア ・リーダーの

認定資格に準ずるもの)

シニア ・リーダー

高校生～大学生

埼玉県スポーツ少年団実態調査に

ご協力ありがとうございました

昨年11月 に スポ ーツ 少年 団 の 活動 実態 や ご意 見 ・ご

要 望 の ア ンケ ー トを 単位 団(100[寸D・ 指導 者(500

人)・ 団 員(1000人)を 登 録台帳 よ り種 目 ・地域 を考

慮 の うえ無作 為 に選 ばせて い ただ きま した,

た く さんの 回答 を い ただ きあ りが と うご ざい ま し

た=た だ い ま、 スポ ーツ少年[寸1の運営 に反映 で きます

よ うにと りまとめ て、皆様 に報告 で きるよ うに準 備 し

て お ります=

編 集 後 記
ジュ ニア リー ダーや シニ ア リー ダー に関心 のない指 導

者 の方が 多い よ うに思 い ます 小学 校6年 卒 業 と同時に

卒 団で はな く、 中学生 ・高校 生 に な って も団 に残 って 、

団員 と指 導者 の問に 入 って活躍 して もら うよ う、働 き か

け ませんか

埼玉県 スホーツ少年 団事務 局気付 一育 成広報委 員会」

〒330・OO63さ い た ま市浦和 区高砂3・14・1埼 玉県自治 会館内

TEL;048・822-5171FAX:048-822-5174

E・mai1:saitamake11@lapa11・sports.Grjp


